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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第１四半期連結
累計期間

第27期
第１四半期連結
累計期間

第26期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 27,523,726 23,136,195 100,484,630

経常利益（千円） 5,054,078 3,300,908 13,387,682

四半期（当期）純利益（千円） 3,087,602 2,011,956 7,865,138

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
3,089,232 2,020,413 7,886,670

純資産額（千円） 38,584,931 41,523,953 41,571,169

総資産額（千円） 52,970,110 53,311,564 55,956,497

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
44.80 29.19 114.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 72.8 77.7 74.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期報告書提出時点において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。　

 （１）業績の状況

当第１四半期の国内経済は、日銀による歴史的金融緩和策の実施をはじめとする、アベノミクス効果への期待　　　

感を背景に景況感が好転するなど概ね堅調に推移しました。

当社グループが属するBPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）業界も、株式市場の活況を受けた金融 

向け需要の拡大や、コスト削減を主眼とするアウトソース化の動きが引き続き見られました。

こうした中、当社グループは、金融、情報産業向けなどが好調だったものの、近年当社業績の伸びに大きく貢

献し、前年同期売上に寄与した官公庁向け大型バックオフィス業務減少の影響をカバーできず、当第１四半期の連

結売上高は、23,136百万円（前年同四半期比15.9％減）となりました。

また、利益面では、既存の継続業務については安定的に推移したものの、大型スポット業務の減少や、新規業

務の立上げコストなどが要因となり、同四半期経常利益は3,300百万円（同34.7％減）、同四半期純利益は2,011

百万円（同34.8％減）となりました。

　

セグメント別の業績は、次のとおりであります。　

　

①テレマーケティング事業

インバウンドサービスは、金融向けが堅調に推移した一方、公共向け大型スポット業務、放送向け業務の縮小など

があり、同サービスの売上高は11,048百万円（同1.2％減）となりました。

　

アウトバウンドサービスは、前年同期売上に寄与した通信向けプロモーション業務の減少を受け、同サービスの

売上高は1,666百万円（同22.5％減）となりました。

　

テレマーケティング関連サービスは、金融向けをはじめとする人材派遣業務は堅調に推移したものの、官公庁向

け大型業務の減少が大きく影響し、同サービスの売上高は8,391百万円（同28.3％減）となりました。

　

②フィールドオペレーション事業

フィールドオペレーション事業は、通信向け大型スポット業務の剥落、官公庁向け業務の減少の影響等から1,890

百万円（同20.3％減）となりました。

　

③その他

 主に連結子会社である株式会社ヴィクシアのデジタルマーケティング関連売上高で構成されており、その連結

売上高は138百万円（同12.5％増）となりました。

なお、デジタルマーケティング関連サービスの収益表示は、純額表示による方法を採用しておりますが、総額表

示による方法を用いた場合、同サービスの売上高は679百万円（同20.2％増）となります。　

　　

(２)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。　
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(３)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(４)経営成績に重要な影響を与える要因

　当社グループの業績は、売上高の依存度の高さから、通信業界の動向に大きな影響を受ける傾向があります。また、

アウトソーシングという業態上、大型スポット需要が発生いたしますが、四半期連結会計期間の業績には、前年同期

比で業績を見た時に大型スポット業務の受託及び剥落の影響が少なからず現れます。

　また、コスト面におきましては、売上原価の相当部分がパートタイマー向けを中心とした臨時勤務者給与が占めて

おり、人材需給の変動、社会保険制度の変更等人件費の動向により重要な影響を受けます。

 

(５)経営戦略の現状と見通し

　企業はアウトソーシングを積極的に活用することにより、自らの競争力を高める方向を志向しており、需要は徐々

にではあるものの、業界のみならず、業務プロセスを越えて拡がりつつあります。そのような動きに対応すべく、当

社グループはコンタクトセンター市場からより範囲の広いBPO市場へと視野を拡げ、サービスを拡充していく方針

であります。

 

(６)資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの資本の財源は、77.7％が自己資本で占められており、外部環境に左右されにくい安定した財政状態

にあります。また、アウトソーシングという業態上、需要変動の可能性が否定できないことから、コールセンターは

原則賃借によってスペースを確保して設置する等固定資産の圧縮に努めております。また、待機資金につきまして

は、その機動性を確保するため、安全性と流動性に十分配慮したかたちで運用を行っております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 253,152,000

計 253,152,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式     69,503,040    69,503,040
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株 

計     69,503,040    69,503,040 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
　　　(株)

発行済株式
総数残高
　　　(株)

資本金増
減額
　(千円)

資本金残
高
　(千円)

資本準備
金増減額
　(千円)

資本準備金
残高
　(千円)

　平成25年４月１日～

　平成25年６月30日
－ 69,503,040－　 998,256 － 1,202,750

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社もしもしホットライン(E05014)

四半期報告書

 5/16



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） －     － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　582,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式　 68,913,300     689,133 －　

単元未満株式 普通株式　　　　7,740 －  －　

発行済株式総数     69,503,040 － －

総株主の議決権 －      689,133 －　

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式2,100株（議決権の数21個）が含まれ

ております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式36株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱もしもしホットライン
東京都渋谷区代々木二丁

目６番５号
    582,000－     582,000     0.84

計 －     582,000－     582,000     0.84

（注）なお、平成25年６月30日現在における自己名義保有株式は582,036株となります。

　　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,611,320 15,928,430

受取手形及び売掛金 9,059,185 8,571,269

仕掛品 1,458,145 1,569,485

貯蔵品 14,466 6,940

預け金 14,000,000 14,000,000

その他 2,134,461 1,474,504

貸倒引当金 △11,946 △10,124

流動資産合計 45,265,632 41,540,505

固定資産

有形固定資産 2,209,751 2,032,331

無形固定資産

のれん 210,667 184,161

その他 432,594 669,674

無形固定資産合計 643,261 853,835

投資その他の資産 7,837,851 8,884,891

固定資産合計 10,690,864 11,771,058

資産合計 55,956,497 53,311,564

負債の部

流動負債

買掛金 1,737,091 1,619,134

未払金 5,294,191 4,956,617

未払法人税等 3,837,012 773,691

賞与引当金 801,599 1,210,738

役員賞与引当金 63,000 9,850

資産除去債務 332,012 238,479

その他 1,474,799 2,138,799

流動負債合計 13,539,706 10,947,309

固定負債

退職給付引当金 220,937 216,644

役員退職慰労引当金 42,157 26,720

資産除去債務 582,527 596,935

固定負債合計 845,621 840,301

負債合計 14,385,327 11,787,610

EDINET提出書類

株式会社もしもしホットライン(E05014)

四半期報告書

 8/16



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 998,256 998,256

資本剰余金 1,202,750 1,202,750

利益剰余金 39,977,823 39,922,150

自己株式 △592,315 △592,315

株主資本合計 41,586,514 41,530,841

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △115,932 △84,774

為替換算調整勘定 △3,831 △2,105

その他の包括利益累計額合計 △119,764 △86,879

少数株主持分 104,419 79,991

純資産合計 41,571,169 41,523,953

負債純資産合計 55,956,497 53,311,564
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 27,523,726 23,136,195

売上原価 20,632,513 17,907,034

売上総利益 6,891,213 5,229,161

販売費及び一般管理費 1,869,965 1,960,467

営業利益 5,021,247 3,268,693

営業外収益

受取利息 9,138 7,577

受取配当金 11,951 12,655

その他 17,174 17,226

営業外収益合計 38,264 37,459

営業外費用

持分法による投資損失 4,226 3,649

為替差損 293 1,097

その他 913 497

営業外費用合計 5,433 5,243

経常利益 5,054,078 3,300,908

特別利益

固定資産売却益 － 1,823

特別利益合計 － 1,823

特別損失

減損損失 26,045 －

特別損失合計 26,045 －

税金等調整前四半期純利益 5,028,033 3,302,732

法人税、住民税及び事業税 2,069,175 1,130,742

法人税等調整額 △128,743 184,460

法人税等合計 1,940,431 1,315,203

少数株主損益調整前四半期純利益 3,087,602 1,987,529

少数株主損失（△） － △24,427

四半期純利益 3,087,602 2,011,956
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,087,602 1,987,529

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △443 31,158

持分法適用会社に対する持分相当額 2,074 1,726

その他の包括利益合計 1,630 32,884

四半期包括利益 3,089,232 2,020,413

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,089,232 2,044,841

少数株主に係る四半期包括利益 － △24,427
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。 

　 

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 223,346千円 336,247千円

のれんの償却額 13,163 26,505

　 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,654,104 24 平成24年３月31日 平成24年６月25日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 2,067,630 30 平成25年３月31日 平成25年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）　

　

報告セグメント

その他

（注）１　
合計　

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３　

テレマーケ

ティング事業

　

フィールドオ

ペレーション

事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高
25,029,1762,371,14927,400,325123,40127,523,726 － 27,523,726

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

49,828 662 50,491 － 50,491△50,491 －

計 25,079,0052,371,81127,450,817123,40127,574,218△50,49127,523,726

セグメント利益

又は損失（△）
5,040,115△13,8745,026,241△3,3215,022,919△1,6715,021,247

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告代理等による収入を含ん

でおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）　

　

報告セグメント

その他

（注）１　
合計　

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３　

テレマーケ

ティング事業

　

フィールドオ

ペレーション

事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への

売上高
21,106,4151,890,96922,997,385138,81023,136,195 － 23,136,195

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1,328 10,485 11,813 2,556 14,370△14,370 －

計 21,107,7431,901,45523,009,198141,36723,150,565△14,37023,136,195

セグメント利益

又は損失（△）
3,246,13558,6433,304,778△36,0873,268,691 2 3,268,693

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、デジタルマーケティング関連

売上高を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 44円80銭 29円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 3,087,602 2,011,956

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 3,087,602 2,011,956

普通株式の期中平均株式数（株） 68,921,004 68,921,004

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　

　　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社もしもしホットライン(E05014)

四半期報告書

15/16



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２５年８月７日

株式会社もしもしホットライン

取 締 役 会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松野　雄一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 淡島　國和　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社もしも

しホットラインの平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２５年６

月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社もしもしホットライン及び連結子会社の平成２５年６月３０日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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